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＊詳しくはスライド最後をご覧ください

学校法人桐蔭学園 理事長
桐蔭横浜大学 教授

学校法人河合塾 教育研究開発本部 研究顧問
東京大学大学院教育学研究科 客員教授

※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
※公益財団法人電通育英会の助成を受けて行われています。
※本動画では字幕を付けていませんので、必要な方は「設定」で「字幕オン」にしてご利用ください。

グラフィックレコーディング的なメモの可能性
稲垣桃子先生（立命館宇治中学校高等学校 教諭）



（ご紹介）

稲垣桃子
いながきももこ

立命館宇治中学校高等学校 国語科教諭

令和6年度私学教育研究所委託研究員。

<寄稿>
・中田正弘編著『ポジティブ＆リフレクティブな子ど
もを育てる授業づくり 「学びに向かう力」を発揮し、
協働的に学ぶエデュスクラム』学事出版（2020年）
・酒井淳平著『探究的な学びデザイン 高等学校 総
合的な探究の時間から教科横断まで』明治図書
（2023年）
・河口 竜行 (著, 編集), 木村 剛 (著, 編集), 法貴 孝哲
(著, 編集), 皆川 雅樹 (著, 編集), 米元 洋次 (著, 編集)
『シリーズ 学びとビーイング 3.学校内の場づくり、
外とつながる場づくり』りょうゆう出版（2023年）



グラフィックレコーディング的なメモ







それではご覧ください



グラフィックレコーディング的な
メモの可能性

立命館宇治中学校・高等学校
国語科 稲垣桃子



自己紹介
稲垣 桃子

・国語科

・現在 教員 9年目

（高2→高1～高3→中2～3,高1～3 担任）

・座右の銘：「可能性に挑む」

「偶然を引き寄せる」

・好きなこと：わくわくすること

・苦手なこと：じっとしていること…



本
日
の
流
れ

グラレコとの出会い

実際にやってみた

授業の中で生かすこと

「記憶にとどめる」というこ
と

グラレコとは



グラレコとは
打ち合わせや講演などの内容を、文字やグラフィックを使って記録する方法
のこと。

【メリット】
・その場にいる人の認識を統一しやすい。
・関係性や構造が頭に入ってきやすい。
・いつでも、どこでも、紙とペンがあればまとめることは可能！

【注意点】
・絵を描くことを目的としない！！
・図形は簡単なものを使う。簡単に描き分けられるものが良い。



グラレコとは
【用語の説明】
＊タイトルビジュアル
一番目立つところに強調して話のテーマや似顔絵を描く。

＊トピックセット
話のまとまりを、キーワードとテキスト（文）とグラフィック（絵）で
ひとそろいにして枠で囲んだもの。

＊ストーリーライン
トピックセットを紙の中に並べることで話の流れをわかりやすくする。
→で関係性、区切り線で話の切り替えをわかりやすくする。



グラレコとの出会い
2017年（教員1年目）のある日…

高大連携の企画、興味ない？

（ぶっちゃけ、そこまで興味ないけど…）
興味あります！行きます！



グラレコとの出会い

その中で…企画全体を絵と→でちゃっちゃっとまと
める大学生…

なにこれ！すご！
面白いやん！！



グラレコ、ってのがすごかったんですよ！

「Graphic Recorder ―議論を可視化するグラフィックレコ
ーディングの教科書」清水 淳子
（BNN新社 2017）

グラレコとの出会い

外に学びに出かけると、
偶然の出会いがある、と学んだ1年目

。
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て
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た



実
際
に
使
っ
て
み
た

【用意するもの】
・タブレット
・タブレットペン
（紙と鉛筆でもOK）

【必ず書くこと】
・タイトル、日付、話者の似顔絵
・話の流れだけではなく、その時の気づき
や学びも組み込む。（自分ルール）



実際に使ってみた
【利点】
・絵や→を入れてまとめることで、研修内容を思い出すヒントに！
・話のポイントをメモすることで、自身の疑問点や気づきを明確にできる。
・視覚化することで、見返した際に学びを思い出すヒントになる。
・あきない。（頭をフル活用しながらメモを取る。→話が入ってくる。）

【タブレットのメリット】
・コピペができる！
・色が変えられる！
・写真が貼れる！

【欠点】
・話の内容を聞くために、絵やメモに時間をかけることはできない。
（あくまで、絵は補助。）



授業で使ってみた
・2022年度中3の担当になったことを

きっかけに、授業の中での活用を試みる。

・高校での学習に向けた

「自分で文章を読み解く」ための一つの術
としてレクチャー。

・「絵をかくこと」が目的ではなく、あくまで

「自分で文章内容を理解する」ための方法とし、

「タイトルビジュアル」「ストーリーライン」

「トピックセット」の3つのみ教える。

・授業の導入の初読段階で文章内容を

理解するための取り組みとして実施。







授業で使ってみた
【よかったこと】

・文章読解に苦手意識がある生徒でも、絵や図、思考ツールを組み込むことで、
何とかまとめることができる。

・視覚優位の生徒の中には、何も言わずともプリント内で図式化する癖がつく。

【気を付けるべきこと】
・あくまで、「文章理解の1ツール」であって、「絶対」ではない。
生徒の中で、「はまる」「はまらない」はあるため、
教員が強要するのはおすすめしない。

・「きれいにまとめる」ということよりも、「自分が理解する」ことを重視する。
（復習の1つのツールとなる。）



記憶に残すということ
稲垣の特徴

こんな私には、

・物事を視覚化できる
・話を聞いている間集中できる
・学びの蓄積が一目でわかる

あきっぽい
じっとしているのが苦手



記憶に残すということ





記憶に残すということ

記録を記憶に残す方法として、
グラレコはいかがでしょうか？
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